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１ 教科目標の達成及び単元（題材）の構成・配列等  
〔観点１〕 学習指導要領に示された教科の目標を達成するために、構成・配列等に  

ついて、どのような工夫が見られるか。  
発 行 者  概         評  

２ 東 書  

(1) 家庭科の目標を達成するために、基礎的･基本的な内容の習

得から応用･発展的な学習へと、児童の発達の段階に応じて、

系統的に学ぶようになっている。また、基礎的な知識や技能

は、５年生で多く学び、６年生でも再度学習することで、より

確実な定着を図るようにしている。さらに、各学年末には「ま

とめ」を置き、学習を振り返るような構成･配列の工夫が見ら

れる。 

                           

９ 開隆堂  

(1) 家庭科の目標を達成するために、５年生では「できること

を増やす」、６年生では「工夫して生活に生かす」というテー

マを設定している。また、基礎的･基本的な内容から応用･発展

的な内容へと、系統的に展開されるようにしている。さらに、

卒業前には、２年間の学習を振り返るとともに、中学校での学

習に生かそうとする意識を高める構成･配列の工夫が見られ

る。 
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２ 内容や指導の充実  
〔観点２〕 主体的・対話的で深い学びを通して、目指すべき資質・能力を確実に身    

に付けさせるために、どのような工夫が見られるか。  
発 行 者  概         評  

２ 東 書  

(1) 題材が「見つめよう」「計画しよう・実践しよう」「生活に

生かそう・新しい課題を見つけよう」で構成されており、見通

しをもち、日常生活の課題の発見や解決に取り組んだり、実践

を振り返って新たな課題を見付けたりできるようになってい

る。 

また、題材の導入では、生活を見つめるときの見方や考え方

が示され、児童が自分自身の学びや変容を自覚しながら学習

できるようにするなど、主体的・対話的で深い学びを展開する

ことができるような工夫がみられる。 

(2) 日常生活に必要な知識や技能を、「いつも確かめよう」で示

し、確認したり、振り返ったりしながら学べるようになってお

り、生きて働く「知識・技能」を習得できるような工夫が見ら

れる。 

(3) 課題を解決するために、各単元の内容に応じて「話し合お

う」「調べよう」「考えよう」「深めよう」「交流しよう」な

どの活動が設定され、児童同士の対話を通して、自らの考えを

広げたり深めたりできるようになっており、未知の状況にも

対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成できるような

手立てが見られる。 

(4) 生活をよりよくしようとする実践的な態度を養うために、

実践の進め方や実践の例を示した｢生活を変えるチャンス！｣

が設定され、学びを人生や社会に生かそうとする｢学びに向か

う力・人間性｣を涵養できるような工夫が見られる。  
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９ 開隆堂  

(1) 題材が「見つける・気づく」「わかる・できる」「生かす・

深める」で構成されており、見通しをもち、日常生活の課題の

発見や解決に取り組んだり、実践を振り返って新たな課題を

見付けたりできるようになっている。 

また、題材の導入では、生活のさまざまな場面を想起できる

写真やイラストを用い、児童が学習に興味・関心をもって取り

組めるようにするなど、主体的・対話的で深い学びを展開する

ことができるような工夫がみられる。 

(2) 日常生活に必要な知識や技能を、簡単なものから細かなス

テップを踏んで、繰り返し積み重ねて学習できるようになっ

ており、生きて働く「知識・技能」を習得できるような工夫が

見られる。 

(3) 課題を解決するために、各単元の内容に応じて「調べよう」

「考えよう」「話し合おう」「発表しよう」「交流しよう」な

どの活動が設定され、児童同士の対話を通して、自らの考えを

広げたり深めたりできるようになっており、未知の状況にも

対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成できるような

手立てが見られる。 

(4) 生活をよりよくしようとする実践的な態度を養うために、

課題解決のステップや取組の例を示した｢レッツトライ 生

活の課題と実践｣が設定され、学びを人生や社会に生かそうと

する｢学びに向かう力・人間性｣を涵養できるような工夫が見

られる。  
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３ 利便性の向上  
〔観点３〕 学習効果や使用上の利便性を高めるとともに児童にとって分かりやすい   

という視点から、どのような工夫が見られるか。  
発 行 者  概         評  

２ 東 書  

(1) 「イエッティー」「トリー」や児童のキャラクターの吹き出

しが家庭科の見方・考え方や学習のポイントを具体的に示し

ており、児童の学習意欲を高める工夫が見られる。 

(2) 使いやすいように巻末にまとめられた安全教育や防災教育 

についての特設ページや、「安全」「環境」「日々の備え」の

マークとチェック欄の設定により、児童が安全や環境、防災に

ついて意識して活動できるようになっている。 

(3) テーマカラーで分けられた学習内容の表示、手をのせてま

ねできる実寸大の写真の表示、横に流れるレイアウトによっ

て、効果的に学習を進めることができるよう工夫されている。 

 

９ 開隆堂  

(1) 学習の案内役のキャラクターが、家庭科の見方・考え方を

働かせる手助けや学習のヒントを伝える役目を果たしてお

り、児童の学習意欲を高める工夫が見られる。 

(2) 調理や製作の実習において作業を安全に進めたり、日常の

防災意識を高めたりする特設ページや、「安全」「環境」「防

災」のマークとチェック欄の設定により、児童が安全や環境、

防災について意識して活動できるようになっている。 

(3) 領域を色分けしたつめ見出し、調理や製作中に開いたまま 

で活用できる巻末の折り込みページや裏表紙によって、効果 

的に学習を進めることができるよう工夫されている。 
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【データ的観点】

種目 家 庭
※ 表内の数値は、家庭で設定した内容項目により全発行者につ
いて調査したものであり、数値の大小を表面的にとらえるので
はなく、具体的な内容と合わせて各発行者の特徴をとらえる参
考とすること。

発行者 ２ ９
東 書 開隆堂

視 点

① 総ページ １４５ １３７

共 合本（グラム） ３４８ ３１２
② 重さ

別冊（グラム） － －

通 ③ サイズ 縦（㎝）×横（㎝） ２５．７×２１．０ ２９．８×２１．０

④ Ａ家族・家
ページ数 ３４ １５

種
庭生活

割合（％） ２３．４ １０．９

ページ数 ８８ ８５
⑤ Ｂ衣食住の

目 生活 割合（％） ６０．７ ６２．０

⑥ Ｃ消費生活
ページ数 ８ ６

・環境 割合（％） ５．５ ４．４

※①総ページ数は、口絵や折り込みも含めた全体のページ数


